
き、頻尿、尿失禁、甘下陣書が、  
PVHとDHMHの共通の老年仕儀  幻鷺、妄想、歩行隷書、つまづ   鮮として初めて明らかにされた。  

畏＃科学   
事た、UWMH▼ぐl事、ハ‾キンソン  

老年症欄劇に間   症状は呈さす、非特1的な白樺   
鯨血t陣書でも、廃用症候群と   

平成  平成  神経症状で、加齢に伴いt頻度  T2強繍穐での脳内びまん性書  
年 本宅年医学会（金沢）   

▲羽 研＝  
18  88  31    34  4  0  0  l   

子解明に関するヰ   3）  5）  総合研究  併するという結よを得た。遺伝  
詳の芯化田子に皮犬下血血痛  シンポジウムを班■によって聞  

断研究  子多形との蘭連では、従来の動  
蜜が聞与している可能性が示さ  

分野】  脈硬化や芯血圧の危惧包子とさ  れた。   

れている遺伝多形の一肌こ闇  
連する可能性は残るものの、逆  
の緒黒も得られており、全く別の  
≠序も考慮する可能性もある。   

1幹事の視≠龍、特に電視矯  
正支援を行うため、遭方から近 でに  

長＃科学  方ま連続的自動簾点化を 可能にする老視敗鑓を試作間  高♯書の老視矯正支援装置と  

自動焦点職鏡によ  平成  平成   総合研究   発し具環化した。特殊■レンズ   

正支緩   九重 博  
4）  引  総合研究  形で で、試作暇鶴レンズの光学特性  を図る上で大きな橿雷となるも  

分野】  や機れ上の機械特性も実用上  のと考える．   

あるいは■床矯正上も間糧なく  
使用できうることを確線できた．   

り適切なリハビリテーション匿  り世田谷区において行政と協 「ハビ  
療介入により手介護状態の故  力して世8谷区在宅リリ  
暮が可能な一飯の暮介撞状態」  

テーション相互輔完モデルプロ  

の概念を棲喝し、その実麹を明  
（2005．2．28、東京）」掛卒中リハ  

在宅手介撞著に  
ジェクト」を刑改し、スクリーニン  

対するリハビリ  
らかにした．2）卿静的に讐点し  
ているADu平価尺度であるF】M  

ケから介入、鞭統的アプローチ スム  
長寿科学  

に至るシテの賦♯的運用を  
テーション臣■介  を元に、地域の現壌で利用可能  
入一手介護状態  な必霊最小限の項目かられ成さ  

行った．2）モデルの最期運用に よる介入効果の穐旺を進めるベ  

が故事可能なケー        ♯●学  星亨 明元          れるFI短ヰ版（M‘－F州）を多   くFM採点機能を暢み込んだオ   
スの効率朋スク  数例の統計学的検証を通して剛  

ンライン董隷システムを導入し、  

リーニングと効よ  発し、その精度と交差妥当性を  疇広い連用を開始した．3）ー仮  

的介入のためのモ  分野】  の暮介護状態」の発生そのもの  
デルシステムれ築  

檎托した。3）Mh－FtMの1日別  

に間する研究－   
得点分布から「仮の暮介護状  を予防するためにー大ホ市田脳 卒中診療連携体制のれ簑事義」  
簸jをスクリーニングする手法を  
開発し、モの精度をモデル作成  

を新たに提案し、陣生労働科学  

群および独立した2つのサンプ  
ルで犠牲した。  研究文の助成を受けて、研究事 集を開始した。   
書れ的機能測優と責間紙加重  
を相み合わせた機能測定が有  

特別な機器を必霊としない簡便  

長寿科学  する、圭介撞ハイリスク判定の  
な警札的機能測定によって、要  

介護予防を目的と  
する基本ヰ鷹狩査  平成  平成   総合研究   診断正確さのレベルを明らかに   

介護ハイリスク書のスクリーニン   本研究戚よの♯辛が、M“鮎dl   

安田 雄史  グが可能なこと介護予防事霊    ○  0    0  0      l  
るための疫学的研   4）  5）  総合研究  時間刑優という、居宅での訪鵬  の効果的実施には 介入の＃  Tribun●∨0l．39．N0．9（2008年 
究  

分野】  
診董で実施可能な機壬を縫稟  
し、その慣爛性と妥当性を横柾  

糠の散文とその達成支檀が必  
璽なことを明らかにできた。   

で声ト▲   



l箕tllとt眞・王雷カヽいとのl州】■  

は、従来から指欄枯れている  地域高齢書のための新たな役  
が、実柾データとしての械一正は  書齢看に適した役割づくりの清  
暮州こ乏しい．本研究では、役  動において、住民鬱加型のグ  
割を「職業労働J「家事労働Jr学  ループワークが有効であること  

書齢著の役割の  長寿科学   菅趣味活動」「ボランティア活  役割を持つことでうつ得点（GD     が示された。住民●加型のグ  
創造による社会活  平成  平成  勤」「団体・細■活動jを含むも  

芳書 博  Lの向上にⅦする   4）  5）  総合研究  
総合的研究  行は、活動能力や圭■的QOし  らなかった。この点の犠牲は今  とから、特性をれにする地域に  めた地域■欄儒のための役割  丁挑も町独自の取り組みとして  

分野】  と書tに間違することが示され  おけるモデル事業を■り返し行  
た。さらに、地区に新たに設定さ  い、その成果をガイドラインとし  
れた役劃く学習的）への●加がそ  てまとめることがr投れづくりノの  

の後の活動能力や圭■的QOL  一般化のためには必手である。   
の向上に青書に影響することも  取り雑むことが望まれている。   
青士▲tナ＿   

脳棲暮彼の遇活動膀胱や俳味  
田艶に対して事明な改義作用を  
もつ初めての物井であるクロベ  
ラステン（市販の久嘆鳶）の作用 がGタン′くク井投型内向き曇  

貫  

鮨神軽疾鷹に随  流性Kイオンチャネル活性化t 流の隠書によることをさらに支   新規排罪障書治■藁の闘矧こ  

伴する遇活動膀胱   長寿科学   貫餅できる。上臥■鱒研究と  主任研究書が事13回排尿機能   
平成  平成  対して有効か否かの臨床研究   は独立して、本研究成よを暮  

．このニ ムをさらに確実にするためlこ  を、熊本大学医学部の神経内  に、新規化合畿の排尿韓書治  学会のシンポジウム「排尿陣書   
古漬 和夫  【  0  】0  7  12  2  0    0  

究：既存藁晶に新  4）  5）  総合研  脳下で下で   の発にて、   
たに発見された作  

分野】  
でるモルマスの   

用を墓にして  
の 

開発、フリ 本年4月より開始した．   

活動の新規紀鑓法の発＃・朋  
発、エステロジェン受容体KOマ  

ウスでの排尿機能の測走など、  
本研究の遭■に必暮な方法・扶  
術を開発・確立した。   

地域蔦齢書の低栄暮状惣1よ、タ  
ン′くク井・エネルギーの摂取に   
よって、体暮が増大し、身体櫨  t改暮の試行成よを捷示した。  零によって、平成18年4月施行  暮♯舌施策及び新予防給付に  日、財団法人 t寿科学♯れ財  
能が向上（穫力、書大歩行速度  当鑓成果をもとに制度化され  の地域支檀事業特走書僻事施  おける手介護非認定者及び事  団 研究成果発表会（一般向け）  
など）し、介性予防に寄与するこ  た、平成18年4月施行の地ヰ支  策及び新予防給付において活  支援者に対する低栄暮状態の  一介撞予防のための低兼暮スク  
とが、欧米でのメタ分析から明ら  績事♯特定高書著施策及び斬  用される【毛木チェックリストJ及  おそれのある看の把撞及び栄  リーニングに間する研究職昔r  

長専科学   かにされている。しかし、わが国  予防給付における栄暮改暮  び平成17年度厚生労働省毛人  ♯改義サービスの制度づくりが  書べることjを通じてー活動的な  
介護予防のための  平成  平成  ではこれまで、地域暮齢書の低  サービスは、地♯纂齢事の椎柴  保t■鷹増進零補助金「介捜予  行われた。さらに、その兼務の  85■」になるた動こJ（神奈川県   

杉山トみち子  リーニング・システ   
ムに閲する研究  4）  5）  総合研究  されていないことから、書門的、  持・改暮し、生活機能の向上、免  事業 介牲予肪サービスの樺供  の開発が行われた。また、当酸  た、当日の教材である研究■例  

分野】  学術的エビデンスを捷示するこ  疫機能の向上を通じて感染症の  に係るマニュアルの開矧こ開す  マニュアルに基づいた試行は、  報告書は、平成柑年度施行の  
とができなかった。本研究成果  予附こ薔与すると考えられる。  る研究 2J栄事故暮マニュアル  本研究において全圃丁市町村及  地域支は事業特定高齢者施策  
は、地媚蔦齢嗜に対する低栄暮  さらに、当執事例研究は慢性疾  の作成一（主任研究書 杉山みち  ぴ13適所サービス事業所にお  及び新予防給付の担当関連雇  
状精の把櫨及び栄t改義に間  熟も考■したせ別の栄暮改暮針  子）の蘭発が行われた。一方、  いて事例研究として行われ、こ  からの暮望が事数あり、その円  
するエビデンスを改正介雄俣腐  宙が作成されており、鐘床抑こ  当緋マニュアルの実施可脆性や  れらの研究成よは、この度の介  滑なる推遭や啓発に書与するた  
制度として攫示できるシステム  
づくりに文献した。   書与することが期待される。   的に活用された。   



大嶋甘鶴聞甘折の全国講書に  
よって13g．254例がt鎌され、受  
tの蘭周や治療内容を全即し  
ベルで初仇て明らかとした。さら  
に1万例以上の症例を前向き書  

ホl令書リハビリテーションのある ベ181  

長寿科学  tし、ADL自立度の文化や骨折  
き方向（平成年月高齢  

書リハビリテーション研究会）の  
後の生存率を明らかとしたが、こ  

老人骨折の集塵・  平成  平成   総合研究   
資料として、本研究成果のうち   

のような大旗繍な測量は初めて   日付け嘲日新Ⅷに本研究楕t  
萩野 清  2  8    2  2  0  

る全国調壬  3）  5）  総合研究  低下が大きいという事実に対し  刑に禰用な兼料となる。さらに  r書折受■の∬因J、rわが皿に  が紹介された また 本研欄内                おける大槌書類蘭書折書手数 予測Jが用いられた  専の「大隠書類部■折発生率の  
て各方面かb反響があった。さ  

分野】  らに本書折莞生辛が過去の鶴  （htり：／／岬〟W，mhIw．丘Ojp／ihh且i／  
2∝14′0：I／さ○∽l－ユー．ht汀朋昭一2－  

王と比較して経年的に上昇した  
2）   

た。   
点も注月された。また轟餅雪上  
妓甘折の発生率が書折馴也に  
よって■なることが初めて明ら  
｛＼ノな一ヽ1L▲   な一員▲  

分泌型Abを集覆するアデノ随伴  
平腐＝5年にアルツハイマー病  

ウイルスベクターを用いたアル  に対する軽口ワクチンの開発の  

ツハイマーホに対する経口ワク  内容が、欄日新Ⅶ、統禿新聞、  

テン■法の開発を行った。緒口  
毎日新聞、中日・兼某紙朋、共  

ワクチンの利点としては、1回の  
同遷個、日繰8Pで租遭され、  

長寿科学  投与で比較的t期（約8ケ月棚）  
ズームイン事岬●「くテレビ）でも嶋  

アルツハイマー病 にロ  平成  平成   総合研究   に膿書において抗贋櫻示がで  経口ワクチンホ注が確立されれ  

対する繰ワク  
押；英夫         きしかも■濱などにより分♯さ   

闇す＆研究   ． 後多くは■両川仰d止して横内に  、 活向上、臣ホモの削減など多く   

分野】  存在し、ウイルス租子は♯製で  
の社会的千≠が期待される。  ラム（2004年11月19日、樺団連  

きないので、細胞内で自己増殖  
会館）アルツハイマー病のワク  

せす、安全性も橿捜されてい  
チン療法についてれ漬した。平  

る。またアジュ／くントを使用しな  
成17年3月31日中日新聞に穐  

いため、細胞性免疫を暮起せ  
鼓された。平成17年5月25日  

す、脳炎も起こりにくい．   
NHKテレビ「おはよう日本Jで放  

遺された。   

tレムナントリボ空白血症の虚  
疫学的仇査と平行して行った研  
究により、幕レムナントリボ事白 血虚が様々なサイトカインや成  

今回の研究にて、■レムナント  方法が確立されるととも1こ、これ  

高レムナントリボ  リボ生白血虚の虚血性心痍息  
生白血症に合併す   畏♯科学   および瞳梗暮における托床的★     長因子とともにメタポリツクシンド ロームに合併する心血t病の   

平成  平成  の  
矧こなし。   

久木山 漬t  
50  ‖0  0  0  23  29  ○  

防・治徽法確立の  3）  5）  総合研究  
ための大親機臨床  関するマニュアルおよぴガイドラ   

研究  分野】  インの作成時に必嘉なデータ  モー治療の適正化への対策を立  
ベースまたはエビデンスとなるこ  
とが期待される。   がメタポリツウシンドロ 

であることを国内外でt初に明 かに 

らした。   することができる．  向上のみならす臣■文の軽減  
にもつながる．  



インスリン分泌l一書とインスリン  
抵抗性という鶉尿痍の膚軌こ応  

インスリン分泌については、新  ■露加島書を対tとしたr★闊  

たなインスリン分泌の指標SU汀 を考＃したまたインスリン抵  
ホのためのフランス料理jと拝し  

長寿科学   
総合研究  ルはインスリン抵抗性に関連  インスリン分泌庫書主体の症例   

合併症発症鷹tを 見据えた糠床ホ量  平成 15（200  平成 lT（200    清野 裕  
事療法の開発椎   3）   

進に間する研究  5）  総合研究  リン抵抗性とは独立に杜尿病舎 こかに  、インスリン した糠尿】附こは、高エネルギー   膚の治■方針の決兼に応用で  

分野】  
併虚にⅦ逢するとを明ら   
した。これらは、いすれもー露点 のの症よに密練に朋  ニューを決定した。この取り組み  

鋼態発進 いこ は各種のマスコミで多く取り上  
逢してるとを示した．   げられた。   

に鑑別し、痛！馴こ応じたt事療  
暮が行うことが暮暮である。   

本研究は地壌特性刑責聾把  
檀に暮づいた在宅自立支はの  
モデルプログラムの開発を閂る   

本研究により桝乗された評価  
本研究においては、介護保檎  本研究から期待される効よと   建は∴りケアマネジメントに間   

ベく 在宅サービス 臣■保t  祝されている状況をより客■な  制度におけるガイドライン零に  しては、妨帆通附ノハビリテー  わる■Mれの実践過程におけ  
稀祉施設 自治体におけるサー  立囁かb分析し、課糧の♯決を  活用可畿な科学朋な根払に墓  ションサービスの絆価に壬づく  る評価指標、2）スーパーバイ       ヽ′ ビス利用著 

訪問・適所リハビリ  
長寿科学  

、擢供書、椎遺書の  
テーションの地域  視点からの実用化システムの聞  
特性別実蟄把穫  発を目的とした。1）サービス利  

生活支援プロゲラ  、’・在宅自立  平成 5（  平成 17（00   総合研究 【長舞科学  1山 忠雄  
ムの開発評価に蘭  

分野】  
提供働からみた評価、3）計圃 

する研究   絆価を椎遺する自治体側からみ た介入騨価、の3側面から地壇  
特性の乗場をヰまえ地♯の実   

機射し、妨帆・適所リハビリテー  て、地♯特性を鴎まえた支援騨 価に間する什報の把檀は、棲め  し、かつ実践からの書向を反映   傭への一助となると考えられ  

ションの在宅眉立生活支援プロ  る。   

グラムを開発した．   

複敷地♯の実地加重と全加郵 送爛董から 
、転倒予防■霊の実  

態について詳細な什報を得た． 事集に必事な人称こついて、高  
齢著の中の事義経遺書の特性  転倒予防事業の翼矧こ関する  

よのある事集の実施には、対暮  椚暮は、邑治体の転倒予防事  

長寿科学  などを明らかにした．事業効よ の科学的な分析をおこない心理  義の一部なった（愛知れ西枇杷  

総合研究   の暮手性が示唆された。転倒恐  ■町、宮城れ米山町など）。ま  
面での効用膚示した。転倒予防   た、実地ホ董、郵送墳董の結果   

高齢著における効 果的土一転倒予防活  平成  平成     新野 正明  は、地域の転倒予防事集を新規  

の 関する研究   いても漬べた．また、医療経済 面にも注目した新たな効果絆価 法の利用可能性を示した に、あるいは、♯概して霞開す  

分野】  る瞭のプログラム作成などに判  
。以上  用された（愛知県西枇杷▲町、  

は、新たな転倒予防活動事業の  i田市など）。   

実施に、あるいは、既存の事■ で  
内容の僻正に有用な情報あ  
り、転倒予防活動事義のt及・  

チをれ義する際に萬用であろ  
椎遭に羊離すると期待される．   



神経責任凛欄、特にアルツハイ  
マー痍（AD）零の認知症に対す  
る現在の治■法は対症■法に  
しか過ぎす、疾患の遭行を押倒1  

経口投与可能な神経保護藁で  
あるⅣ印さtyl即nh●化合物（PA）  
についてその作用穐序と作用点  
を明らかとした  特にミトコンドリ  

‖  
l；詣音読遠道謹言蒜畠与  

暮よすを用いたア  
ルツハイマー痍に  活性化について報告した．PAは  ストレス間違転写因子の活性化  
対する軽口治療薬 の開発とモの臨床  特一己事礪なし  特紀事項なし   0   

4）   てン／ 耳を壇加させることを旺明した．  
応用の試み  活用に要  PAさらに、暮土牛（ニホンザル）  

する研究  
にPAを投与し、臓甘甘液中の  
捧持保雄タンパク千が増加する  

を含む）】   ことを世界に先駆けて柾明し  

た。   
PAは近来来朝に使用が可能な  
神経良性藁と考えられる。  

アルツハイマー加島書では書中  
に鴨・脂先代汁A★を艶め、総  

畏＃科学  
エネルギー拠取過剰く適量）と閥  
ヰしていた。2竃断研究の緒  

1．櫨ホヤ：ご飯で儀脳▲．ヰど  

総合研究  黒、一般住民では、栄暮棄のう  
きごはん吉田l蔦のご嘗で儀  

【痴呆・甘  ち抗酸化ビタミン、葉酸、▲油が  
慮コーナーテレビ欄日  

艶知機能の維持■改響に間違し  
04．9．2も2．積木1駁アルツハイ  

折臨床研  
痴呆の予防・治療 とょ事業曇  平成 16（200  

マー病と★事栄暮．ーサロのt  

される。3▲、野菜の摂取、総摂  
なし。  鷹」日本放遥04．11．卜53．■  

4）   取エネルギーの遇正他による兼  木彰：杜知症の予防．NHK  

活用に要  暮介入は壮知機能を改暮させ、  
ヰ日のt鷹2005．“－64．穐木  

30ケ月経持した．】l敵の抗酸化  
セ：NHK生活ほつとモーニング  

する研究  rからだはエライ！アルツハイ  

を含む）】   
犠やビタミン、ミネラルがアルツ  マー治療暮納札j2005．11．22   
ハイマ一所の発症に開護すると  
いう墓ヰ研究とも合致する緒よ  
であった．   法となリラる。   

杜知虚の予防介入の対文用勤  
よを書めるには、挫知症の前嘔  

長＃科学   期にあると判断される人を対暮   

総合研究  
虚移行率が低いことを明らかに   

にすべきである．このような考え  した．紘知虚の発症率を暮出  年触を制網した♯点のⅧを暮出  研究成よはほぼ知られていな  
【痴呆・骨  からMCIに代表される紘知虚の 前駆状態の概念が注目されて  し、l．3ヽという精巣を得た．3年 間で知的正♯865名から4名  した．今後1よ、地域性をも考慮し  い．本研究では、近年の壬礎研  

痴呆性痍應の介  平成  平成  ′ いる．しかし従来、他社レベルで  （0．11）、前駆状態（CDRO，5）300毛  て、全圃何処でも使用できるレ ベルに仕上げるまた紘知痙予  究の成果をもとに予防介入方を 開発・実践して介入の有効性を   
2  21  0    32  2  0  

究   4）  5）  師・協力者  て：：： こニ  

した研究はなかった。この点を  に遭んだ。tも優れた前駆状態  暮）の有効性を組めるデータを  な地域から、予防介入システム  
活用に要  動物実♯で有用とされた方法な どを用いて実肛的に機附してき  の笈■とは何かを磯村し、Sh函 MCtSM（）（±）lSDが感度  得た。とくに書酸素運動が肴皇  作りと1体的な予防法について  

する研究  と思われた。さらに精緻な統計  
た。そうした成果の一部が国際 こ 

を含む）】  雛誌l掲載され始めた．圏内外 から大きな反響が得られつつあ  
とを明らかにした。  などを機附する．   ン′くクトをもつと■えられる。  

る。   



隠棲暮息著においてはCD34醜  

末榊血中に存在する血t血球  
系幹細胞と打環勤敷こ関して、  

畏＃科学   ①cD34陽性細胞数が末梢血中  
羊介護奮発生押個の40％以上 が隠知虚や脳血t陣書など中  

再生医療約手法  
総合研究  
【痴呆・甘  

位の臨血流1の低下に蘭壬し 、L  本研究期間中にはガイドライン 疇の作成などには至らなかった    枢神経膚書あし‾れ、の痍   
による鯨血t性   

の明に 劫な予防法・治■法の開発は繁   

平成  平成  こと、②t小傷環のメンテナンス   

対する早期診断お  4）  5）  師・協力者  
田口 明彦  

よび予防法の確立  スク農事t‾おいては その予後  見出した。また、⑥糠床痍患■  択に関する1事な臨床的情≠  なっている騨小打のに  れたが、特に本研究に密祷に朋  

に関する研究  活用に要  の予測番手になり得る事、を明   として活用していくことが可能で    ＼‾，＼■  達している豊年研究に闇しては  

する研究  †  してしる－らかにし ことは、■期的禎点においては  
を含む）】  

極めて暮事な発見、遭歩であっ  
血t血球系幹細胞の欄充が■ 小甘環♯書の改暮を促遺する 可能性を示した たと書えている。   に大さなインパクトを与えた。   

．   発症が相聞していることなどを  

明らかにした。   

アルツハイマー病の生物学的鯵  
アルツハイマー■の生物学的鯵  

長霹科学   
l斤マーカーの確立に附して研究 ‾ロ  

をおないり7篭イドよ生に  
総合研究  関わるγセクレターゼ活性文化  自の増加、瞳書≠液中のトラン  れ、ぷ甘アミロイド卜 42のよ少、脳瞥≠液中全タウま  

【痴呆・サ  白の増加脳瞥≠液中リン酸化   

痴呆のスクリーニ  平成  機出する方法を確立し、2）タウ  入を実践するため、地域論■機  
ング及び早期鯵断  

（200  平成 （00    武田 雅俊  
臨床研究   4）   与し、その 

活用に要  関わる櫨序を明らかにし、3）脳   
する研究  が特鼻的に汁化レベルが少な  ローが確立できれば、今後の古  

を含む）】  
い‾とを見出し4）尿中および血  Tot■lAntioxi血ntSt■tuti （STAS）の低下はMCHこおいても  

清中の酸化ストレスよ物は増加  絶められ 痍前のマーカーとな  莞をおこない、の  て、アルツハイマー病予防に関  2∝I5／11／4、2005／llハ1、       b  
していることを明らかにした。  る可鵬性が示唆され、予防に役  して行政的アプローチのプロトタ  

立つ可能性が示された。   イブが捷音できると考えられる。   

従来型施政の覆墳改書手法の  
開発と勤よの多面的絆価を行っ  

長舞科学   た。従来型施放でも環壌改暮や   小規犠化脱施設化する居住環   
総合研究  ア実践に闇する全四実物爛鷹  

従来型施設lこおけ  【痴呆・サ  
る東条性高l一書Ⅱ  各穫学食だけでなく、施設鶴■ や実務者研♯などの繍膚会（大 腋府社会権祉t8繍会など）で介   
墳支は指針・の遇 用によも醜墳改讐  平成 16（200  平成 17（200    足立 書  

手法の開発と効果  
もないので、大阪府社会欄祉協 議会と協同し、プログラムを開発  暮やユニット化する欝には制   の多面的評価   活用に要  

する研究  
ワイズマン散捜（ウィスコンシン  
大学）とともに、EDRA（圃俸爛  するとともに、他横間研tにも利  

を含む）】  墳デザイン学会）などの四隋竿  
会を通じて研究成よや知見を公  
表する。   

に同マニュアルも作成した。   



長＃科学 総合研究 【痴呆・甘  

グループホームにおける自己評  
価、小規模事機能居宅介護の  
絆価に催する研究を行った。ま  
たれ■への知＃虎の絆価を行  

イギリス・ブラッドフォード大学で  
施行されているDCM（穏知虚ケ  
アマッピング）を用いて、介挫施  

認知症介護サービスの其の向  
上は緊急かつ暮手な緋蝿であ  グループホームの自己評価法を  痴呆性ホ齢看にお           l間ノトl⊥■】■lR■OJ  

○   ○     0       0   ■   0   けるケアサービス の質的絆価に闇す  16（200  1丁（200  究（苦手医  ‖ 連儀英俊  00Lとの相聞に間する研究を  ム、小規t多機傭ケア施設での  蓼考－、規 護の自己評価法の間莞を行っ た．  事性、扱知症介護評価の方法  について、今後の方向性を示す  

活用に責  
っ。 サービスめ責にⅦする調査研究  
を新しい指標の作成を計画し、  

研究雇行った．   

する研究  その認知症介護の井の向上を  
を含む）】  目的とした研究を行った。   

我が圃は、四民のl／5が書ホ書  
という超書♯化社会を迎えた。  
t■書の増加に伴い、アルツハ  

長寿判学  
イマ一癖の慮手数も急増してい  

総合研究  
る．しかし、根本的な原因は未  
だ♯明されていない。本研究で  

【痴呆・甘  は、あまり研究が遭んでいない  文部科学雀「科学技術遇叩j蓼  

アルツハイマー病  平成  平成     折塙床研   1甘なれ造を持つれ井肇白土   加行事特別構演として2005年4  

特になし  日「レい＼イマーとアト   
5  15  0  0  31  5  ○    l   

戦時の開発  l）  5）  師一協力者  石神l昭人  

ある毛人斑や神経冊繊維変化  いうタイトルで市民向けの公明  

活用に要  は異≠生白文の暮糠が押野で  セミナーを行った．石神昭人   

する研究  形成される。本研究成よからア  

を含む）】  

ルツハイマ一癖患者の鯨内には  
シトルリン化書白井が鼻欄に書  
積していることが分かった．アル  

ツハイマーホとの闘わりは明白  
である。   る可能性が1い。  

GGTを標的とした抗体姶兼業の  

長霹科学  がンマイルタミルトランスヘ●フ●チ，一－セー  

総合研究  （GGT）が炎症組■で発覆先遣し  

【痴呆・甘  
ていること、GGTがホ的書取収  
に闇与している可能性があるこ  2005年8月23日間儀の庫労省・  

骨及び蘭肺疾患  平成  平成     折臨床研   となどの新所見を示した点はRA  陣生科学■社会科学技術節会  GGTが古層轟による歯槽サ破  
斬飯田 俊平  3  l  l  4  2  ～  0  2   

開発に間する研究  4）  5）  師・協力者  走の成果をもたらしたものと恩  集成臭の一例として紹介され  

活用に要  
われる。また、甘吸収天遭と尿  た．   

する研究  
GGT値上井が関連していること  
を示した点についても十代謝の  

を含む）】  新たな一面を捷示した．   ゲとして社会井♯できると考えら  
れる。  

現在、す1に基づいて甘粗難虚 の診断 

長＃科学  
、す折リスクの絆価、集 畿の治ホ効鷹の絆価が行われ  

総合研究  
ている。しかし、その感度には限  

【痴呆・骨  
界があり、す1によづく評価が  
期待されている．一方、確立さ  
れたサ賞辞価法は手だ実牡圭レ  

なし   なし  3  4  2  3    ○  0  0  

す折リスク予測の ための次せ代聖書 強度評価システム の開発  平成 18（200 4）  平成 17（200 5）     折臨床研 究（苦手医 師一協力者  が得られ、サ折発生の減少につ  
活用に要  つである甘椎書架欄儒の三次  

する研究  
元データによづく有限手業解析 にって 

よ、hvivoに甘藷度を正  

を含む）】   

檀に計測するシステムの冊型を  
れ築した。サ賞を暮擁した臨床  



り寝たきりリスクの♯明施設 
転倒、認知機能低下、意欲の低  

長寿科学  下、視力低下、離間節膚、催栄  
総合研究  ■。在宅：敵倒、瞳血t陣書、  

【痴呆・甘   
豪農血圧書傭、抑鬱、情報闇壬   

寝たきりの主事因  跡謂壬で、豪族の同居（1．5借）、  介護予防対■舌の遇走、介撞  三■市t鷹増磯介性予防ネット －クに劃要■轟として市長か  2005年6月椅日、公明シンポジ   
平成  平成  

■羽 研二   4g  87    0  24  3  l  2  2  
介護予防ガイドラ  4）  5）  師・協力者  として、開発した21叫月の「転倒  の壬走 地♯く大三■町1838   

イン策定研究  
活用に要  術介護予防の地域における九   
する研究  1とケアプラン充実で転倒及び  

を含む）】  す折の半減。2－3）航倒予防に  
役立つ運動の性1、頻度、時間  
の解析。   

長舞科学  
大鵬書類群書折に閲する危牡  

我々の研究は、広■の一線住  
総合研究  民コホート、1野の病院受診著  

【痴呆・甘   
因子を2つのコホート研究から   鶉州こおける危険因子の同定 なコ 

骨粗ぷ ‾伴一大   抽出しサ密度（組曹波を含   ではく我が孤独自のホート    コ 
む）・年齢・体■身よ・総肇白・   

的予防に蘭する臨  4）  5）  師・協力者  
平成  平成      轟岡卜邦夫  

床的研究  
ノリンおよぴ25－OHDが浮かび  また、秩が珊初の大規穣RCTで  はデータが不足している．さらに  効果的な介入方法を取ることが  腋暑が出た。  

活用に章  テクターが大腿甘貴部甘折を予   例数を増やし、■＊期間を伸ば  出乗る．藁刑を用いにくい施設  

する研究  肪しうることを柾明した。  
せば十分にカイドフィンの作成  

を含む）】  

も可能である。   テクターは非≠に書物であろう。   

本研究では、短期鹿♯ではある  本研究は、ヒッププロテクターが  
本研究は、多くの種類がある  

長寿科学   
ヒッププロテクターの■晶士を介  

ッ  
総合研究  

ヒッププロテクター  【痴呆・骨  ププロテクタ 
による介護施政の  平成  平成  

て、ロ 

予防研究一製品   原田敵  

圭の機肘－  
能性を強く示唆した．また、施設   

活用に要  介護著のヒッププロテクター使用  加t群書の転紗ノスクは低体  えるシステムが必須であり、力  た．ヒッププロテクター使用によ  す精神的負荷の影響の大きさを  
する研究  に対する支援の実態もまったく  暮、低ADし、低MMSEに関連し、  事試♯法、コンプライアンス評価  るす折予防と介挫1せ濃の／くラ  如実に示しており、転倒予防対  

を含む）】  
不明であったが、本研究によつ  
て1日15分を暮し、製品豊はな  
いことが明らかとなった。   

た。   



中書虚≠での料率中は早期介  
入、介入i量l加で、暮症例では  
機能回復の限界を礪う畢めの環  

は良好なADLレベルでの回せ期  
リハ開始に井♯する。回復期リ  

定   ハにおける介入1依存性の改  

中幕虚までの脳卒中は早期介  
入と介入i増加で、暮症例では  共同遺侶牡「リハビリにも新しい  

流れ．維♯から科学へ」2．21  機能回復の限界を補う環墳設  墳設定で転帰が改暮する  ガイド●イン書の蘭莞は行  暮は発症後  以内の不全麻  で転捧が改馨し、圭介旗手℡王         このは18  書護掛コメディ如しの育成と宣】       ‖  
‖  キー着でみられる 3か月の回  いない 医療従事電向けに研究  示された 精巣平成年       ヨ  

【痴呆・骨  因である脳卒中の社会的■拍 を軽よできる早期介入や介入  慎期リハでは急性期痛快でのリ   
脳卒中患者の櫨   平成   Hl¢ 

平成   
る研究   4）   

活用に章  書の連動学習壬猛を補うもので ある歩行運動に間違した鯨活   
する研究  して可   

を含む）】  
能である 加齢に伴う運動能力   

勤1増加は有用であることが示  い．早期から農事を受け入れ、  

唆された。   で．零換指導、介護保挨の併用  リハiを十分1捷供できる体制  

で在宅復l■を日持しうることを明  曇儀が望まれる。   
らかにl＿「ト 

（l）研究目的の成果縦断的コ  
（t）研究日的の成よ一塩墓t襖  

遺伝子事型（SNP8）解析の緒  

最轟科学   果、GGCX、TNSAしP、しRP5、  

総合研究  形・書1低下の実体および両事   

【痴呆・甘  にっ。2Gm          事型は椎件精根硬化、椎体甘  
書齢書の脊柱文   輔形成、す1にセ響しているこ   

平成  平成  とが明らかとなった．（2）研究慮  なった．（2）研究威農の学術的・  の嚢化や姿勢嚢化をとらえるこ   

実態の♯明と予防  l）  5）  師・協力者  中村 判事  
法の開発  暮サ粗餐症に関しては、いまま  ける身1低下、躯幹短縮およぴ  ベ経済的に安価で非侵壌的に、  下を早期発見する辛がかりが可  さらには．身体の′くランス機能  

活用に要  でいくつかの遺伝子多型の影事 が報告されているが脊柱文形  書柱士形が、生活機能低下に 及ぼす影響について本研餞の  甘粗＃虚、書形性書経虚なとの 疾患スクリーニングが行える可  能となった．これらにより．脊柱  を線特による転倒防止など、1  
する研究  に関する遺伝的叶tの報告は  ように包括的に辞職に鶴蓋した  脆性を示唆した．そのためIこ、  書形やt幹短縮の予防、早期 乗員が可能になれば医ホモ削  体的な広く却民の保儀・福祉の 向上に↑♯できることが期待さ  
を含む）】  希有で、本研究の成果は、今  

後、囲繚学会発表、鴎際誌論文  
発表を行っていく。   本研究の成果は、今後、圃静学 全集表、国際誌姐文集衰で公  

表する予走である。   される．   
千献できる可能性を捷示した。   

芯齢看における運動実施の効  
異について、最期的な絆価と、  
運動介入・兼暮介入の併用につ  

長＃科学  
いて機征した。運動介入は最期  
的にも体力刑責の一部の項目  

現時点では、書議会、予暮事求  

総合研究  の低下を防いだ。また、虚覇1  
などの資料としての攫供はでき  

【痴呆・サ   ♯著においては、運動介入時に   
ていないが、主任および分担研  
究手が間遷した市町軋欄細事  一部、紹介された研矧こつい   

虚群書l奉書の自 立度と身体活動及  平成 18（200  平成 17（200  

積層、■体的にガイドライン事  

○  8  

高田 和子  介入の研究は、まだ限られてお  
活用に要  り、特に丘期的に勤よの杜続性  

暮（2町村）については、それぞ  

を磯村した研究や、連動介入峠  
れ18年廣の介護予防施策を繁  

する研究  の栄義への配慮に関する研究  走するための資料として使用さ  

を含む）】  は娘られている。そのため、本  
れた。   

研究班の成果は、まだ部分的で  
はあるが老年医学の書門鶴庵  
どに掲載された．   



本研究では、軽度事介護事に対  
する介入プログラムとしでチェア  

長＃科学  
エクササイズを開発し、太極攣・  
⊃ントロール群と比較横付した。  

総合研究  さらに1年にわたりチェアエクサ  

【痴呆・甘   サイズおよび太極攣による介入   
今回の研究は、相良村の地域  
在宅支繊センターと共同で行   

軽度介護予防プn  平成  平成  を行ってきたが、分散分析を用  性が書いことを示唆できた。また  なったので、今向の研究正＃は  総合研究一級介撞予防プロゲラ ム成研主の   
書横 車  

の指標で介入の種類による蓋   
0  0  0  0  l  0  0  0  l  

の評価   4）  5）  師・協力者  は艶められなかったが、すべて  のの  
、に 1齢看のスクリーニングなどに  

活用に章  の指柵こおいて（コントロール群  活用される。   を超える村民に研究成虞の発  
する研究  においても）体力の維持傾向が  養が行なわれた。   

を含む）】  
認められた．遇l固程度の運動  
は体力の維持には効果がある  
かもしれないが、向上にはつな  
がっていなかった。   

3ケ月日の追跡爛董が平成18  わが孤の「脳卒中治ホガイドラ  
最＃科学   年3月31日で終了した。■拷鴨   イン2004」では、＄∪での脳卒中  本研餞は、加の性期 卒中医療を捲っている種々な臣   
総合研究  今回の中間蠣析により、わが濁  

【痴呆・甘  
においてもSU治■が脳卒中発  

わが国におけるSt k ■tの  平成  平成  
虚8ケ月日の転帰を改暮するこ  

とが明らかとなった．さらに詳しく  

5）   有効        ヰ松 一夫   
活用に姜  

診療体制の事件が明らかにな る。また、わが国の医療体制に たk▲（＄∪）の走暮   

する研究  
則   
とその医欄の真の評価法が示さ   に足るデ 

を含む）】  れ、エビデンスに基づく脳卒中  日にしい  
医療の大Ⅶな改義の足掛かりも  エビデンスになると思われる。   
■L亡」h二乙  

78．41にも及ぶことがわかった。   

級知虚に予防あるいは発症を  

長寿科学   
総合研究  

遅らせる介入が可能か否か注   

【痴呆・骨  目されている．大親機な臨床討 鹸で‾の点を検討したものはな  機能を評価した。その精巣、フア  点では個別に評価したに遇ぎな  bみた介護予防が注8され∴方 策が講じられてきた．しかし介護  遵！即、ついては、認知機能 予防のポイントの1つが稔知虚  酸集運動に注目して新たにフリ  
痴呆性痍■の介  折臨床研  
入予防に闇する研  平成 16（200  平成 17（200    朝田l穫  
究（托床研究実施  

5）  師・協力者  
眠による予防介入を行い介入   

チームの整備）   しいそれにより確かな介入効   大の介入効よがあるという総   
活用に婁  。   

する研  具を認めた 統計学的にさらに   
を含む）】  ■密な機肘 アミロイドベータ壬   

の可能性を初めて明示した。   

痴呆す折■床研究事業の中心  
長身科学   

t齢看が居住する施設におけ  

研究として、ヒッププロテクター  我が国における臨床研究はレベ   る大腿骨♯部甘折発生頻度は   我々のチームから平成‖年度   

サ粗軽症に伴う大  
総合研究  数々の研究の主体は大阪府で  

見書生却甘折の   【痴呆・骨  
平成  平成  あり、大阪府劃知事高杉とも面  

要約研究く墜床研   
高岡l邦夫               4  0  l  ○  B  3  

究実施チームの畳  活用に要  GOn血鵬d抽t8（RCT＄）の繕よ  い成果を得ることが出宋た．こ のような臨床チームを緒成する  tを選択し、ヒッププロテクタ えている。これ手で紘知鹿が高く  
●）  

する研究  に欠けていた絆せ項目も考慮し た我が圃初の大親機R（：TでHP  

なかったヒッププロテクターの知  

を含む）】  

が高齢舌のHF予防に有効であ  木方法が十分に有効であること  名産を一筆に向上させた。  
が明らかとなった。  

ることを柾明した。   

l  



CSF中の酸化タウはADの疾患  
特貞性が高く、従来の全タウ測  
定やAβ湘定と合わせることで、  

とする監知症には未だ確立され  
た診断がない。そこで本研究は  
（l）より疾患特員劇な■i瞥牧瀬  長井科学 総合研究  

より正確なADの絆断ができる可  l療真のスクリーニ  （CSFJマーカーの横河、く2）より  より正ItぢADの抒断方lできる可  l  
能ほ乃、あ○。事た、N〝満疋は  

l  l  l  

ング及び早期診断 の  薗触診断を輔完する輪機能の  
法確立に関する 臨床研究（臨床研  特記事項■し．  特記■欄■し。   3   

究実施チームの壬  には、脳脊髄液中の酸化タウ、  

傭）   活用に要  γセクレターゼの美景である  

する研究  
NotGhのよ鞠であるNβ、株且  
下での脳櫨函くMEG）であるが、  

を含む）】  今までと1った側面からの生物  
マーカーの確立の可能性が示さ  
■■4し  

脳榎暮鳥肴においてはCD34≠  

末梢血中に存在する血t血球  

長轟科学   
系幹細胞と循環勧態に闇して、  事介捜著発生押眉のヰOI●以上 血  平成17年には本研究成よに朋  

再生医■約手法   
（亘わD34騰性細胞数が末梢血中  

総合研究  
が稔知虚や巌書陣書など中   する公開シンポジウムを帥僧   

による、l毒血t性  
し 事数の一般市民および学生  

痴呆症および虚血  【痴呆・骨  こと、②徽小膏環のメンテナンス  ていこに したさらに③MMSEにより絆   本研究期間中にはガイドライン  
平成  効な予防法 

4〉   

16（200   平成 1丁（200    田口 明さ  

に間する研究（臨  
れたが、1利こ本研究に宙捷tこ聞  

床研究栗磯チーム  活用に要  の予瀾因子になり得る事、を明   スク慮著においては、その予後   見出した．また、⑥糖尿病農事 などでは、末梢血中血t血球系 幹細胞の減少が▼機能陣書の  択に朋する、暮事な臨床的情報 として活用していくことが可能で  なっている編書小膏覆の破綻に 末梢血中血t血球系幹細胞が 関与していることを明らかにした   逢している基礎研究に蘭しては   
の熱傷）  する研究  らかにするとともに、④末梢血中 血t血球系幹細胞の補充がれ  ことは、よ期的視点においては  

を含む）】  

極めて王手な発見、遭歩であっ  

たと書えている。   に大きなインパクトを与えた。   小甘環陣書の改暮を促進する 可能性を示した。  遭行、およぴ⑥透析患手などに おいては末梢血中血書血嘩系 幹細胞の減少と打オ書疾患の 集塵が相聞していることなどを  
明らかにした。   

ニューロメーターによる刑責で、  

NSAID投与では痩■■鐘の嚢  

長寿科学  化に有責豊はみられなかった  
高l奉書の丘膚症  総合研究  が、カルシトニン投与により有職  
に係るより勒よ的  神経Aβ≠線、書≠神経A∂織  

書齢著■膚虚の押周となるサ粗  

かつ効串的な鯵   【痴呆・甘   軽症に対するt主な治ホのガイ  症例を暮柵することによりす粗   

平成  平成  
繊九≠神経C牡維の＃痛■傭   

戸山 芳昭  
ン響の確立に閲す  4）  5）  師・協力者  れた。続発性甘粗髭丘息事に対  価方法に加わる可能性がある．  めている．   
る研究（ll床研究  し、ビスフォスフォネートにビタミ  

高齢手鑑♯の1の向上とアウト  インパクトに正結するような有効  

実施チームの豪  活用に妾  ンKを追加投与することにより血  
カム改薔への書与が期待でき  

丑）  する研究  清ケラ化オステオカルシンの上  
る．   

を含む）】  霹を杜め、初期石灰化にともな  
うー代謝勤勉を反映している可  
能性が考えられた。   




